
ウズベキスタンの投資環境・ビジネス概況／
ウズベキスタン日本人材開発センター（UJC）のご紹介
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本日の内容

岩崎寛央（Hiroo Iwazaki）：ウズベキスタン日本人材開発センター（UJC）共同所長
Email: iwazaki@ujc.uz 

Mobile: +998-93-100-1103（ウズベキスタン）

経歴
2023 – 現在：ウズベキスタン日本人材開発センター（UJC）共同所長
2021 – 2023：（独）国際協力機構（在ウズベキスタン）投資促進アドバイザー、

ウズベキスタン投資産業貿易省
2017 – 2020：（独）国際協力機構（在フランス）アドバイザー、

OECD-DAC担当（開発金融）
2014 – 2017：（独）国際協力機構（在ネパール）外国投資アドバイザー、ネパール投資庁
2011 – 2014：三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社、投資銀行本部、

M&Aアドバイザリーグループ
2006 – 2008：UBS証券株式会社、投資銀行本部、株式資本市場部

① ウズベキスタンのビジネス・投資環境と日本企業の進出動向

② ウズベキスタン日本人材開発センター（UJC）について

JICA Magazine 2024年10月号 掲載記事

「市場経済への移行のなか
急成長するウズベキスタン」

mailto:iwazaki@ujc.uz
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サマルカンド

ブハラ ヒヴァ

豊富な観光資源 首都は都市化が進む

タシケント

↑
（Tashkent City: 首都中心部に位置するビ
ジネス街、ショッピングモール、ホテル、
公園の複合施設）

←
（Seul Mun: 都市部に流れる川沿いに建設
されたショッピング・レストラン街）



ウズベキスタンのビジネス・投資環境と日本企業の進出動向
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ウズベキスタンの概要 

約3,770万人

ウズベキスタン・スム
（1円＝ 82.5スム、2025年1月時点）



ビジネス・投資の検討におけるウズベキスタンの5つの強み

②

⑤

④

③

3,770
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①経済改革及び民営化の進展 

• 大統領1期目に策定された5カ年開発計画（2017～2021年）の主な成果：

✓ 外国為替市場の⾃由化と為替レートの統⼀

✓ 税制‧関税制度の改⾰

✓ ビジネス許認可、ビザ等の簡素化

✓ 投資法の策定（2020年）

✓ 金融‧銀行分野の改⾰と国有企業の民営化

✓ 官民連携（PPP）の構築

✓ 近隣諸国との協調的協⼒体制の強化

• 大統領選挙2期目（2021年10月～）の5カ年開発計画（2022～2026年）及び
Uzbekistan Strategy 2030の目標：

✓ 2,500億ドル（約40兆円）の投資誘致（積極的な外国投資の誘致を目指す）

✓  5～6％を目標にしたインフレの抑制（2024年は約10％） 

✓ 経済活動のデジタル化とグリーン経済への移行 

✓  広範な民営化プログラムの実施と国有企業の改⾰（大手国有企業の株式上
場を含む）

✓貿易の⾃由化（世界貿易機関（WTO）加盟の検討） 注
1. 世界銀行（2016／2020）
2. ヘリテージ財団（2016／2021）
3. 国連開発計画（2016／2021）

4. 世界銀行（2016／2018）
5. 世界知的所有権機関（2016／2020）
6. イェール大学（2016／2020） 

2016年末にミルジヨエフ⼤統領が就任して以来、ウズベキスタンの経済改革は⼤きく進展し、投資・ビジネス環境に関する
国際評価が上昇。2030年までに⼀人当たりのGDP で4,000ドル（2023年時点で2,789ドル）に到達することを目指している。

ビジネス環境（Doing Business）1

経済の
自由化2

人間開発3グローバル・イ
ノベーション5

環境対応6

物流パフォーマ
ンス4
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3,770万人の国内市場とCIS諸国への
    アクセス 

• ウズベキスタンは、CISで3番目の規模の人口を有し、
CIS人口約3億人の入口となる。
（CIS圏内の自由貿易協定及び無査証協定の適用）

ウズベキスタンの人口と人口成長率

出典：IMF
注：
 1. CIS⾃由貿易協定及び⾃由貿易体制国に対する輸入関税免除（ウズベキスタン、ロシア、ウクライナ、
ジョージア、アルメニア、アゼルバイジャン、ベラルーシ、カザフスタン、キルギス、モルドバ、タジキス
タン）。CIS無査証協定ではキルギスとタジキスタンは対象外。   
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• 生産年齢人口（15～65歳）が全体の6割超。平均年齢は29歳。

• ほぼ全ての国民が義務教育（小中高等学校）。

• 2018年から2023年で高等教育（⼤学・⼤学院）の就学率は
9％から41％へ上昇。外国教育機関を含む、高等教育機関の
数も増加している。

出典：ウズベキスタン国家統計局（SCS）   

（年齢）

   

③若くて教育水準の高い労働⼒ 

ウズベキスタンの人口分布
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71.3%

15.2%

12.8%

0.6%

ガス火力 石炭火力 水力 太陽光

③豊富で多様な天然資源

埋蔵量世界ランキング

天然ガス 10位

金 15位

銅 10位

ウラン 16位

その他（石油、銀、亜鉛、タングステン等）

ウズベキスタンの発電電源構成（2021年）

出典：Uzbekistan Investment Promotion Agency (https://dev-portal.miit.uz/en/why-uzbekistan/natural-resources )  

ウズベキスタンの主要地下鉱物

• 天然ガスなどの化石燃料が豊富であることから、火⼒発電がウズベキスタンにおける発電の柱

• 他方、ウ政府は2030年までに再エネの電⼒構成を50％にする目標を掲げており、PPPを通じた再エネ投資を誘致。
とりわけサウジアラビアやUAEなどの中東企業からの投資が顕著。

火⼒発電
86.5％

出典：ウズベキスタンエネルギー省    
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⑤経済成長とマクロ経済の安定性

ウズベキスタンのGDP成長率はコロナ禍の2020年でもプラスを維持しており、今後の成長率も中国や東南
アジアを上回る水準が見込まれる。

ウズベキスタンの実質GDP成長率
（2017-2027（予）：中国・東南アジアとの比較）

出典：IMF
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日系企業の進出状況 

日本食レストラン「ふる里」
（2022年6月開業）

HIS系ホテル「ホテルインスピラ-S タシケント」
（2022年3月開業）

写真：各社ウェブサイト

• 2024年時点で中小企業を中心に日系企業54社が進出（出所：外務省）しており、近年増加傾向（業種は、 IT、ホテル、レストラン、人材派遣、コンサ
ルティング、投資・不動産、教育、製造業、医療、等、多岐に亘る）

• 大手総合商社（三菱、三井、住友、伊藤忠、丸紅、豊田通商、双日）を中心に駐在員事務所も設立されている

• 主な日系企業の進出事例は以下の通り

✓ 2007年：伊藤忠商事（株）、いすゞ自動車（株）によるサマルカンド・オートモビール・ファクトリー社（小型バス製造）への出資

✓ 2021年：双日（株）、九州電⼒を含むコンソーシアム（仏、カタール企業との連合）による官民連携（PPP）を活用したガス火力発電所建設案
件（1,600MW）の落札

✓ 2022年：（株）エイチ・アイ・エス系列のホテル開業 

✓ 2024年：IT Park Uzbekistanへの日系ITアウトソース企業の複数社進出

IT Park Uzbekistan



ウズベキスタン日本人材開発センター（UJC）のご紹介
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ウズベキスタン日本センター（UJC）のご紹介  

• ウズベキスタン日本センター（UJC）は、ウズベキスタンの大統領令により2001年1月に非営利組織として設立。2007年にはUJCブハラ分室を開設
→ UJCタシケント（20周年）、ブハラ分室（15周年）

• 国際協力機構（JICA）とウズベキスタン投資産業貿易省の共同運営によるプロジェクト
• 主な事業は、1. ビジネス研修、2. 日本語教育、3. 文化交流。2012年より、国際交流基金と日本語教育及び文化交流の分野で協力
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Bukhara Tashkent

UJC訪問者（2024年末時点）
約151万人

25,642

17,934

 -
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ビジネス 日本語

ビジネス及び日本語コース・イベント参加者
（2024年末時点）

PMP
Professional 

Management 
Program - 
Mini-MBA 

経営塾

スタートアップ・プログラム

専門コース／
企業研修・コンサ
ルテーション

対象者 

• SMEの創業者やCEO
• PMP卒業生

• SMEの創業者やCEO
• 起業家
• 企業の管理職

• 若手起業家

卒業生数
(2024年末) 概要 

74

2,492

12

5,896 

• 2021年より開講。毎年20名が参加。 

• 日本人講師による5科目（計5か月間）の講義の後、約2週
間の本邦研修を実施（日系企業視察やビジネス交流会へ
の参加）

• 専門コース：1週間の短期ビジネスコースを約25科目提供

• 企業研修・コンサルテーション：国内民間企業や政府系企
業のニーズに応じた研修の実施。国際機関によるビジネス
研修の受託実施

• UJC開設時より提供している、最も知名度の高いコース

• ミニMBAに準ずる科目（計4か月間）を日本人及び現地人
講師が提供

• 毎年約180名が受講（年3セメスター。昼・夜の部で各々
約30名が受講）

• SMEの創業者及びCEO
• 起業家
• 企業の管理職
• 研修を要する民間企業
や国際機関のプロジェ
クト等

UJCが提供しているビジネスコースの概要

• 2021年より開講。若手起業家・学生向けのスタートップ基
礎研修

13



UJC卒業生の業界分布（2023年末時点、322件）
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ICT

コンサルティング

教育

金融

医薬品

建設

健康

食品・食品加工

電力・エネルギー

農業

電子機器・機械

石油・ガス

観光

医療機器

繊維

化学

その他

PMP卒業生にはウズベキスタンを代表する企業も多業種で複数おり、卒業生ネットワークはUJCの強み。

https://www.facebook.com/%D0%A2%D0%B5%D1%80%D1%80%D0%B8%D1%82%D0%BE%D1%80%D0%B8%D1%8F-%D0%BD%D0%B5%D0%BE%D0%B1%D1%85%D0%BE%D0%B4%D0%B8%D0%BC%D1%8B%D1%85-%D0%BD%D0%B0%D0%B2%D1%8B%D0%BA%D0%BE%D0%B2-740334612733210/?fref=ts


PMP卒業生が創業またはCEOを務める主なウズベキスタン企業

15

食品・飲食店

（洋菓子・カフェチェーン）

建設・インフラ業

（タシケントシティー
‘Nest One’ビル運営）

（ファースト・フード）

（子供向け食品）

（不動産開発・販売）

情報技術（IT）

（タクシーライド）

（⼤手米IT企業タシケント拠点）
（ジム・スポーツ用品）

（PR・イベント運営）（印刷）

その他

（パーソナルケア・衛生用品）

（家具製造・販売）

（ITソリューション）

（電⼒設備・送電）

（Eラーニング・IT学校）



UJCの日本語及び文化交流事業 

日本語教育 相互理解（文化交流）

• 日本語コース（初級 – 中級 – 上級）

• 年間累計タシケントで約600名、ブハ
ラで200名が受講

• 日本語能力検定試験（JLPT）の実施
→2024年のJLPT受験者数は1,600

名（2022年比で倍増）

• 日本語教師向け教育

• 日本語教材「いろどり」（日本での生
活・就労向け教材）を用いた教育

• 文化交流コース 

（茶道、書道、折り紙などの日本文化
コース。ウズベキスタンの伝統楽器ド
タールの教室)

• 2023年より留学フェアを主催
（2024年は9大学が日本より参加。タ
シケントとブハラ実施し、約1,200名が
来場）
 

• 図書室
 

• その他文化交流イベント 
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UJCの学生が、2024年3月2日

にタシケントで行われた日本

語弁論⼤会で優勝しました。

日本留学フェア2024を名古

屋⼤学及び筑波⼤学と共に

タシケント及びブハラで開

催しました。



日本とウズベキスタンを繋ぐプラットフォーム: 日本センター2.0構想

UJCは、ウズベキスタンと日本のあらゆる関係者（ビジネス、政府、教育機関等）を繋ぐプラットフォームとして、2国間の関係強化に
資することを目指しています。
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University/
Research
Institute

Local 
Gov’t/Biz

Association

Japan
Centers

日系企業
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Information services about
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Entrepreneurs and 
start-up trainings

Business 
Networking 
with Japanese 
SMEs

Global HRDCEO trainings

Innovation

Study Japan Fairs

Business Networking
       with Japanese 

     companies

Job Fair

Business       
    Networking with   
     Uzbek companies



日本企業とUJC卒業生企業を繋ぐ取り組み 
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1 2 3経営塾本邦研修（1～4期生） 分野別本邦研修（IT、食品分野） 個別企業向け本邦研修

経営塾4期の参加者14名に対する日系企業視察、及び
ビジネス交流会を実施

•期間：2025年1月25日～2日5日（11日間）
•視察先：東京、静岡、大阪の企業
•ビジネス交流会：大阪商工会議所にて開催。

会場には日本側から61名が参加
（オンライン参加は23名）

IT：10名（UJC卒業生9名、ウIT Park職員1名）に対する
IT分野に特化した日系企業視察やビジネス交流会を実
施。帰国後にIT Park・UJC共催でビジネスコンファレ
ンスを開催（IT PARK会場にて）。
•期間：2023年11月7日～18日（12日間）
•視察先：東京、大阪のIT企業

Safia：菓子製造・販売のウ大手、Safia社経営陣19名に
対して、日本の食品メーカーや、カイゼンの実務を視
察する研修をアレンジ 
•期間：2023年12月1日～11日（11日間）
•視察先：東京、名古屋、大阪、山梨、滋賀、埼玉の
食品企業や大手メーカー

ハルク銀行・トラスト銀行：大手国営銀行のハルク銀
行、及び民営のトラスト銀行の両行副頭取を含む15名
に対して日系企業・邦銀・政府系銀行を視察する研修
をアレンジ
•期間：2024年3月22日～4月1日（11日間）
•視察先：東京、名古屋、大阪のメーカー、銀行、政
府団体、政府系銀行

【ビジネス交流会】 【IT Park会場でのビジネスコンファレンス（12/4）】

UJCでは様々な訪日研修を実施し、ウ・日企業間の関係強化に取り組んでいる。

食品：UJC卒業生10名に対する食品分野に特化した日
系企業視察、ビジネス交流会、FoodEx視察を実施。11
月14日にビジネスコンファレンスを開催。
•期間：2024年9月17日～28日（12日間）
•視察先：東京、大阪の食品関連企業、FoodEx関西

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/tech_pro/japancenter/article/2023/1527137_36482.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/tech_pro/japancenter/article/2023/1528846_36482.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/tech_pro/japancenter/article/2024/1538775_52703.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/tech_pro/japancenter/article/2024/1557457_52703.html


UJCによる日本企業向けサービスの⼀覧
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ウズベキスタンでの主にUJC卒業生ネットワークを生かしたマッチング・商談支援 （⼀部有料）

1)初回相談：UJC常駐のJICA専門家によるウズべキスタンの現地事情やビジネス概況に関する情

報提供（無料）

2)個別ビジネス・マッチング：ご要望に応じて、ウズベキスタン企業から関心を募り、初回面談

を調整（要相談）

3)現地企業・工場視察：ウズベキスタン（ブハラを含む）における関連業種の現場、事務所の

訪問をアレンジ（有料）

4)現地での個別セミナーやビジネス交流会（オンライン含む）の開催・集客支援：日本企業が開

催する新製品のマーケティング・広報、協業先開拓、人材採用、などを目的としたセミナー会

場／オンラインセミナーのアレンジや集客を提供（有料）

日本での本邦研修・ビジネス交流会へのご参加（無料）

1)ビジネス交流会へのご参加：経営塾本邦研修や分野別研修に合わせてビジネス交流会を開催。

事前面談のアレンジなどにも対応。

2)日本企業・組織への視察お受入：経営塾本邦研修、分野別研修、個別企業向け研修におけるウ

ズ側参加者による企業・組織視察の受け入れ（謝金規定あり）。



• JICA（ウズベキスタン）が実施する「日本での就労機会を活用した産業人材育成プロジェクト（GROW）」では、
日本での就労や留学に関する適切な情報が纏まったウェブサイト「Japan Career Portal」を設置しています。

• Japan Career Portal は、日本就労・留学を目指す、または現に日本で就労・留学しているウズベキスタン人に向けて、
日本での就労、留学、生活に関する適切な情報を提供しています。更に、日本の企業等の関係者に向けて、ウズベキ
スタン人材等についての情報や、日本で活躍するウズベキスタン人の体験談などを紹介しています。

（日本語）

Japan Career Portal

（Japan Career Portalからの抜粋 ）

日本での就労機会を活用した産業人材育成プロジェクト（GROW）
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ご清聴ありがとうございました。 

ウェブサイト インスタグラム テレグラムフェイスブック
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